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ペシャワール会は1983年9月、中村医師のパキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されまし

た。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っています
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H際協力 天動説から地動説へ
(1991年麿を振り返って）．
 

現場は華やかな国際医療協力のイメージとはおよそ程遠い。地味な仕事の、営々たる積み

重ねである。「翔んでる」外国人の遊び場所ではない。手軽に手に入るものは何ひとつな

い。日本側もまた 、JAMS現地が一つの厳しい事業体であることを認識し、自分の都合

ではなく現地からの視点・現地に立つ立場を身につけ、空砲ではなく実弾を投入すること

が求められている。そうしてこそ、日本側も確かなものを分かち合うことができる。

JAMS （日本一アフガン・医療サービス）顧問医師 中村 哲

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
働
き
の
初
め
か
ら
「
流
動

的
情
嬰
」
と
い
う
言
葉
が
く
り
か
え
さ
れ
て
き
た

が
、
こ
の
言
葉
が
こ
の
地
域
で
消
え
る
こ
と
は
な

か
ろ
う
。
一
九
八
八
年
の
ソ
連
軍
撤
退
開
始
、
続

く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
援
助
ラ
ッ
シ
ュ
の
開
始

と
そ
の
終
息
、
内
乱
の
慢
性
化
な
ど
の
大
き
な
流

れ
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
と
は

言
え、

J
A
M
S
I
I
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
働
き
を

理
解
す
る
上
で
政
治
情
勢
を
述
べ
な
い
訳
に
は
ゆ

か
な
い
。

一
九
九
一
年
度
の
顕
著
な
現
地
情
勢
は
、
紆
余

曲
折
を
経
て
、
曲
が
り
な
り
に
も
和
平
の
兆
し
が

見
え
、
難
民
の
一
部
は
自
然
に
帰
り
始
め
た
事
で

あ
る
。
皮
肉
に
も
「
難
民
援
助
」
が
混
乱
を
増
し

加
え
、
「
援
助
引
き
上
げ
」
が
難
民
帰
還
を
促
進

し
た
の
は
動
か
し
が
た
い
事
実
で
、
一
九
九
二
年

一
月
の
米
露
の
武
器
供
与
停
止
は
こ
れ
に
大
き
な

拍
車
を
か
け
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
以
て

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
全
面
的
平
和
の
段
階
と
す
る

の
は
早
計
で
、
戦
闘
は
減
っ
て
も
混
乱
は
更
に
複

雑
化
し
て
い
る
。

「
ソ
連
の
分
解
に
よ
っ
て
権
力
の
真
空
状
態
が

生
ま
れ
、
民
族
問
題
が
一
挙
に
噴
出
し
た
」
と
い

一九
九
＿

年
匿

う
単
純
な
図
式
は
中
央
ア
ジ
ア
で
は
当
て
は
ま
ら

な
い
。
元
々
西
欧
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
こ
の

地
域
に
は
存
在
し
て
な
か
っ
た
。
カ
ス
ピ
海
か
ら

中
国
新
彊
省
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
北
西
辺
境
州

ま
で
、
地
域
性
と
割
拠
性
を
保
ち
な
が
ら
も
、
実

は
地
図
上
で
見
え
な
い
―
つ
の
文
化
圏
が
存
在
し

て
い
る
。

大
ざ
っ
ぱ
に
見
れ
ば
、
ソ
連
の
崩
壊
に
よ
っ
て

こ
れ
が
露
わ
と
な
り
、
ロ
シ
ア
・
イ
ラ
ン
・
ト
ル

コ
・
中
国
・
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
、
．
近
隣
大
国
の

一

種
の
衝
突
・
緩
衝
地
帯
と
い
う
性
格
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
言
え
る
。
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
分
割
構

想
」
は
ア
フ
ガ
ン
人
の
憤
激
を
買
っ
た
が
、
一
国

家
と
し
て
ま
と
ま
り
得
な
い
と
い
う
弱
点
を
露
骨

に
示
し
た
も
の
と
も
言
え
る
。

一
種
の
レ
バ
ノ
ン

化
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
割
拠
性
を
保
ち
な
が

ら
緩
や
か
な
連
合
体
を
な
す
の
が
自
然
な
形
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
民
族
国
家
と
い
う
の
が
―
つ
の
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
後
遺
症
は
根
深
く
、
大
量
の

武
器
流
入
と
難
民
化
、
政
治
党
派
の
乱
立
は
不
必

要
な
対
立
を
増
し
加
え
、
農
村
人
口
の
激
減
を
促

進
し
て
い
る
。
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
「
難
民

援
助
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
援
助
」
で
、
大
益

の
外
貨
の
流
人
が
現
金
生
活
と
都
市
化
を
促
進
、
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自
給
自
足
で
安
定
し
た
農
村
生
活
に
壊
滅
的
に
作

用
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
麻
薬
栽
培
の

激
増
も
こ
れ
を
背
景
と
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
カ
ブ
ー
ル
政
権
や
ゲ
リ
ラ
党
派
の

動
向
が
ど
う
あ
れ
、
人
々
は
も
は
や
戦
に
疲
れ
切

っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
た
だ
、
ア
フ
ガ
ン

戦
争
と
難
民
援
助
に
よ
る
混
乱
は
イ
ス
ラ
ム
側
の

反
動
を
強
め
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
・
排
外
主
義

の
温
床
を
提
供
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
混
乱
の
海
を
泳
い
で
活
動
せ
ざ
る

を
得
な
い
現
地
の
苦
労
は
、
な
か
な
か
日
本
に
は

伝
わ
り
に
く
い
。
そ
の
こ
と
を
日
本
側
も
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
は
一
九
九
二
年
を
以

て
十
年
目
に
入
る
。
全
く
手
探
り
の
軌
跡
で
あ
っ

た
。
や
や
誇
張
す
れ
ば
、
会
の
成
長
過
程
は
そ
の

ま
ま
、
日
本
人
の
弱
さ
や
も
ろ
さ
を
引
き
ず
り
な

が
ら
、
世
界
と
自
ら
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
努
力

で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

こ
の
間
、
国
際
化
の
声
の
高
ま
り
の
中
で
、
あ

る
時
は
誉
め
そ
や
さ
れ
、
あ
る
時
は
無
関
心
の
壁

に
泣
き
、
あ
る
時
は
心
な
い
批
評
に
耐
え
、
我
々

如
き
取
る
に
足
ら
な
い
一
市
民
団
体
が
よ
く
こ
こ

ま
で
支
え
ら
れ
て
来
た
も
の
だ
と
思
う
。
支
え
る

者
も
、
支
え
ら
れ
る
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

込
め
て
活
動
に
参
加
し
て
き
た
に
違
い
な
い
。
だ

が
我
々
は
、
た
だ
の

一
度
も
「
哀
れ
な
人
々
に
愛

の
手
を
」
と
い
う
美
辞
を
並
べ
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
現
地
も
日
本
も
大
方
の
者
が
、
支
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
ら
も
支
え
ら
れ
る
と
い
う
単
純
な
真

理
に
気
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

自
ら
の
発
見
へ
の
努
力

こ
の
九
年
で
確
か
に
世
界
は
大
き
く
変
化
し
た
。

く
り
か
え
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
は
正
に
そ
の
集
約
を
反
映
し
て
い
た
。
冷
戦
構

造
に
お
け
る
米
ソ
の
激
突
と
そ
の
犠
牲
、
都
市
化

と
工
業
化
に
よ
る
農
村
の
分
解
、
そ
れ
に
伴
う
ァ

ジ
ア
伝
統
社
会
の
変
質
、
人
口
爆
発
、
環
境
破
壊
、

内
乱
、
戦
争
、
麻
薬
、
難
民
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

発
展
途
上
国
の
苦
悩
が
極
端
な
形
で
目
繋
さ
れ
た
。

更
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
反
乱
、
ソ
連
邦
解
体

と
冷
戦
構
造
の
崩
壊
と
い
う
世
界
史
的
な
動
き
の

余
波
を
匝
接
こ
う
む
っ
た
。
こ
れ
は
我
々
に
と
っ

て
、
新
聞
の
紙
面
を
飾
る
こ
と
の
な
い
多
く
の
ア

ジ
ア
世
界
の
現
実
を
鮮
明
に
浮
き
彫
り
に
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

国
際
化
も
国
際
援
助
も
そ
う
で
あ
る
。
か
つ
て

は
素
晴
ら
し
く
見
え
た
欧
米
諸
団
体
の
大
規
模
な

国
際
協
力
も
、
実
は
多
く
が
張
子
の
虎
で
あ
り
、

い
と
も
簡
単
に
人
々
を
見
捨
て
る
現
実
に
も
遭
遇

し
た
。
現
地
が
彼
ら
に
と
っ
て
自
分
の
典
味
を
満

足
さ
せ
た
り
、
業
績
を
上
げ
る
対
象
に
過
ぎ
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
「
国
際
的
相
互
扶
助
」
は
空
文

に
帰
す
る
。
J
A
M
S
の
現
地
活
動
は
人
々
に
信

頼
を
以
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
静
か
に
根
を
張
り
つ

で
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一
九
九

一
年
度
は
、

J
A
M
S
現
地
に
と
っ
て
、

本
格
的
な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
活
動
が
現
実
化

し
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。
一
般
の
ア
フ
ガ

ン
人
さ
え
嫌
が
る
山
中
に
主
力
部
隊
を
投
入
し
、

人
が
今
ま
で
紙
の
上
で
し
か
で
き
な
か
っ
た
困
難

な
作
業
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

欧
米
諸
団
体
の
大
部
分
が
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
」
か
ら
撤
退
し
よ
う
と
す
る
今
、
時
流
に
抗
し

て
、
な
ぜ
J
A
M
S
が
活
動
の
拡
大
を
重
ね
て
そ

時
流
に
抗
し
て

つ
あ
る
の
は
、
我
々
が
上
か
ら
見
下
ろ
す
の
で
は

な
く
、
い
か
に
小
さ
く
と
も
「
人
々
と
共
に
生
き

る
」
努
力
を
貫
い
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

同
様
の
こ
と
は
我
々
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
自
身
に

も
言
え
る
。
現
地
が
日
本
の
た
め
に
あ
る
の
か
、

会
の
活
動
が
現
地
の
た
め
に
あ
る
の
か
、
と
い
う

平
凡
な
問
い
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
正
し
い
。
こ
の

現
地
活
動
を
通
し
て
我
々
は
、
こ
れ
を
自
ら
の
糧

と
し
、
人
間
が
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
何
物
か
を
知
る

手
掛
か
り
を
求
め
て
き
た
。
そ
れ
も
不
可
欠
で
あ

る
。
だ
が
、
「
華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
や
議
論
の
割

に
中
身
の
な
い
日
本
の
国
際
協
カ

・
国
際
化
」
を

嘆
く
資
格
が
あ
る
の
か
と
い
う
自
問
は
、
絶
や
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

現
場
は
華
や
か
な
国
際
医
療
協
力
の
イ
メ
ー
ジ

＿
つ
の
厳
し
い
事
業
体

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
。
外
国
人
た
ち
が
問
う
の

は
馬
鹿
げ
て
い
る
。
脚
光
を
浴
び
れ
ば
殺
到
し
、

浴
び
な
く
な
れ
ば
立
ち
去
る
器
用
さ
を
我
々
は
持

ち
合
わ
さ
な
い
。
活
動
し
や
す
く
評
価
を
得
や
す

い
所
な
ら
ば
、
誰
も
が
行
く
。
我
々
の
答
え
は
単

純
で
あ
る
。
暗
け
れ
ば
こ
そ
灯
り
の
価
値
が
あ
る
。

寒
け
れ
ば
こ
そ
火
を
焚
く
価
値
が
あ
る
。
そ
し
て

灯
り
は
暖
か
く
て
明
る
い
方
が
よ
い
。

J
A
M
S
は
そ
の
た
め
以
外
に
は
存
在
し
な
い
。

か
つ
て
果
敢
に
ゲ
リ
ラ
戦
を
戦
っ
た
ス
タ
ッ
フ
た

ち
は
、
今
武
器
を
医
療
に
代
え
、
弾
丸
を
薬
品
に

代
え
、
荒
廃
し
た
郷
土
の
再
建
に
乗
り
出
し
つ
つ

あ
る
。
彼
ら
は
戦
争
の
時
以
上
に
真
剣
で
生
き
生

き
し
て
い
る
。
丸
腰
で
現
地
に
入
る
の
は
、
時
に

は
武
器
を
携
行
す
る
よ
り
も
勇
気
が
要
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
複
雑
な
対
立
を
ぬ
っ
て
人
々
の
間

に
根
を
下
ろ
す
の
も
、
外
国
人
が
考
え
る
ほ
ど
容

易
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
現
地
が
我
々
を

必
要
と
す
る
限
り
、
そ
し
て
「
平
和
と
支
え
合

い
」
が
一
っ
の
巨
大
な
力
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す

る
ま
で
、
断
じ
て
J
A
M
S
の
撤
退
は
あ
り
得
な

、。し

と
は
お
よ
そ
程
遠
い
。
地
味
な
仕
事
の
、
営
々
た

る
積
み
重
ね
で
あ
る
。
「
翔
ん
で
る
」
外
国
人
の

遊
び
場
所
で
は
な
い
。
手
軽
に
手
に
入
る
も
の
は

何
ひ
と
つ
な
い
。
日
本
側
も
ま
た
、
J
A
M
S
現

地
が

一
っ
の
厳
し
い
事
業
体
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
自
分
の
都
合
で
は
な
く
現
地
か
ら
の
視
点

・

現
地
に
立
つ
立
場
を
身
に
つ
け
、
空
砲
で
は
な
く

実
弾
を
確
実
に
投
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
日
本
側
も
確
か
な
も
の
を

分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
現
地
・

日
本
を
問
わ
ず
、
志
し
半
ば
に
逝
っ
た
仲
間
た
ち

の
弔
い
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一

九
九
二

年
度
は
、
そ
れ
が
大
き
く
問
わ
れ
る
年
で
あ
る
。

（
一
九
九
二
年
四
月
五
日）

．．． 

＿
九
四
六
年
福
岡
市
に
・

．．
 

生
ま
れ
る

。

＿
九
七
―
――

~

，
 

．

．
 
』
•
9

,' 
＼

年
九
州
大
学
医
学
部
~

~

心

い、
ム

｛ー
戸彗[

[
1

i

-
’ I

,ー
・
「
9
l4
い
い
い
バ゚
~

•
い
の
コ

ン

ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
ア
フ
ガ

ン
難
民

~

~

の
診
療
に
携
わ
る
と
共
に
＿
九
八
六
年

J
A
M
S

~

~

（
ジ
ャ
パ
ンI
ア
フ
ガ
ン

・
医
療
サ
ー
ビ
ス
）を
設
立
。

長

~

~
期
的
展
望
に
立
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
無
医
地
区
で
の

・

~

診
療
モ
デ
ル
の
創
出
を
め
ざ
し
つ
つ
現
在
に
至
る

。

著

~

~

書
に
『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て

』
（石
風
社
）r
ペ
シ
ャ
ワ
ー

~

・

ル

か
ら
の
報
告
』（
河
合
文
化
研
究
所
）
が
あ
る
。
・

．．．．．．．．．
．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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一
九
九
一
年
度
は
、
や
っ
と
念
穎
の
国
内
活
動
の

橋
頭
堡
を
得
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
問
題
は
新

段
階
を
迎
え
、
「
難
民
キ
ャ
ン
プ
診
療
所
」
は

一
九

九
一
年
度
を
以
て

一
応
の
決
着
が
つ
い
た
も
の
と
見

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
診
療
所
の
開
設

[
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
]

一
九
八
八
年
以
来
J
A
M
S
は
、
十
年
以
内
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
山
村
無
医
地
区
二
十
力
所
に
診
療

所
を
配
備
す
る
計
画
を
立
て
、
公
衆
衛
生
活
動
も
含

め
た
無
医
地
区
の
モ
デ
ル
医
療
態
勢
確
立
を
企
て
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
殆
ど
伝
統
社
会
と
共
存
で
き
な
か

っ
た
外
国
人
の
保
健
衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
異
な
っ

て
、
独
自
の
現
地
方
式
で
地
元
に
溶
け
込
み
、
疾
病

の
予
防
を
含
め
た
地
域
医
療
活
動
を
現
地
の
人
々
の

手
で
、
実
現
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
併
せ
て
、

ら
い
の
多
発
地
帯
に
活
動
を
展
開
、

一
挙
に
ら
い
発

生
の
息
の
根
を
も
止
め
る
も
の
で
も
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援

|
~

鵬
村
医
療
計
画

ー． 一
九
九
一
年
麿
活
動
の
概
況

な
す
。
一
九
九
一
年
―

二
月
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・

ク
ナ
ー
ル
南
部
の
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
中
央
に

診
療
所
を
設
置
、
一
九
八
八
年
以
来
こ
の
た
め
に
訓

練
に
耐
え
て
き
た

J
A
M
S
の
主
力
は
一
斉
に
勢
力

を
集
中
し
始
め
た
。

一
九
九
一
年
八
月
か
ら
同
地
区

で
の
具
体
的
準
備
に
入
り
、
一
九
九
一
年
―
二
月
に

診
療
所
を
開
設
し
た
。
通
過
地
点
の
戦
闘
が
下
火
と

な
っ
た
一
九
九
二
年
二
月
始
め
か
ら
本
格
的
な
輸
送

を
開
始
、
一
九
九
二
年
三
月
ま
で
に

一
―
名
の
ス
タ

ッ
フ
が
交
替
制
で
配
備
さ
れ
、
基
本
的
な
基
礎
を
固

め
た
。同

診
療
所
の
設
置
計
画
は
過
去
二
年
以
上
を
か
け

て
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
実
情
は
か
な
り
把
握
さ

れ
て
い
る
が
、

一
九
九
二
年
度
は
外
来
を
中
心
に
す

る
診
療
活
動
で
地
域
住
民
の
信
頻
を
得
、
そ
の
後
に

母
子
栄
養
・
予
防
接
種
な
ど
の
公
衆
衛
生
活
動
に
入

る
。
現
在
、

J
A
M
S
は
「
診
療
カ
ー
ド
」
の
配
布

で
同
定
番
号
を
定
め
、
こ
れ
を
整
理
し
て
事
実
上
の

戸
籍
登
録
実
施
を
開
始
、
二
年
後
を
め
ど
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
疫
学
調
査
の
下
地
を
作
り
つ
つ
あ
る
。

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
は
典
型
的
な
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
山
岳
地
帯
で
、
約
七
ー
八
万
人
が
居
住
し
、
現

在
は
は
ほ
完
全
な
自
治
体
制
に
あ
る
。
下
手
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
中
に
燥
撃
で
荒
廃
し
、
ニ
ー
三
万

名
が
難
民
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
側
に
難
を
逃
れ
た
。

医
師
は
お
ろ
か
安
価
な
医
薬
品
で
さ
え
入
手
で
き
な

い
。
乳
幼
児
死
亡
率
は
想
像
を
絶
す
る
。
人
々
の
生

活
も
数
世
紀
は
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
戦
闘

は
収
ま
っ
て
い
る
が
、
医
療
福
祉
な
ど
の
不
安
か
ら

帰
郷
で
き
な
い
者
も
多
い
。

こ
の
た
め
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
都
市
生
活
に
慣

れ
た
一
部
ス
タ
ッ
フ
が
反
応
を
起
こ
し
て
現
地
滞
在

を
拒
否
し
た
が
、

J
A
M
S
は
強
硬
路
線
を
使
っ
て
、

医
師

一
三
名
中
七
名
、
検
査
技
師
九
名
中
二
名
を
整

理
、
背
水
の
陣
を
敷
い
て
備
え
て
い
る
。
し
か
し
、

新
た
な
人
貝
の
補
充
と
訓
練
は
確
実
に
続
い
て
お
り
、

一
九
九
二
年
一
―
一
月
末
現
在
、

J
A
M
S
現
地
ス
タ
ッ

フ
総
数
五
七
名
を
数
え
て
い
る
。

ら
い
多
発
地
帯
（
ク
ナ
ー
ル
州
の
七
十
ー
八
十
％

の
ら
い
患
者
が
居
住
）
で
あ
る
ダ
ラ
エ
・
ピ
ー
チ
渓

谷
は
現
在
複
雑
な
政
争
で
大
き
な
活
動
が
で
き
な
い

が
、
既
に
調
査
準
備
を
完
了
し
た
。
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー

ル
渓
谷
か
ら
山
越
え
で

二
日
の
近
距
離
で
あ
る
の
で
、

次
の
活
動
展
開
は
容
易
と
な
る
。

J
A
M
S
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
診
療
所
の
教
育
体
制
を
充
実
し
て
向
こ
う
二

!
-
―
―
年
で
新
た
に
約
百
名
を
増
員
予
定
、
さ
ら
に
奥

地
の
無
医
地
区
と
ら
い
多
発
地
域
に
大
攻
勢
を
準
備

し
て
い
る
。

一
九
九

0
年
度
に
引
き
続
き
、
検
査
部
を
充
実
し

て
人
員
を
増
し
、

J
A
M
S
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
診
療
所

は
医
療
教
育
機
関
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
総
診
療
数
は
前
年
度
の

2
倍
以
上
の
伸
び
を

見
せ
た
。

母
子
衛
生
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高
く
、
将
来
の
た
め
に

「
母
親
教
室
」
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

診
療
患
者
の
大
半
は
、
マ
ラ
リ
ア
・
腸
チ
フ
ス
・

ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル
基
地
診
癒
所
の
拡
充



1992年 7月 25日 ペシャワール会報 (6) 

● 1991年度の JAMSの診療実績
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................,..... ........................ _・ー・・．．．．．^・・，

： 全診療所外来診療数； 44,548名 全診療所総検査件数； 33,705件 ： 
、 （ペシャワール診療所）

： 外来患者総数 29,158名 総検査件数 25,413件 ； 
： 人院患者総数 398名 血液一般 5,507件 ： 

手術件数 5名 生化学検査 2,282件

キャンプ診療回数 34回 (34日） 尿，便検査 14,369件 ： 
キャンプ診療患者数 5,134名 X線撮影 1,582件

鍼灸治療 106名 腹部エコー 197件 ： 
（テメルガール診療所） ： 

： ： 外来患者数 7,490名 総検査件数 7,954件 ： 
（ダラエ・ヌール診療所） ＊ 

： 外来患者数 2,660名 総検脊件数 ~ 338件 ： 
...........ーー・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・...・・・・・・・・・ ... ・・・・・・・.................一．．． ．ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・．ー・ー一

* 1992年 2月ー 3月の 2カ月間。1991年 1月は正確な記録なし。

ア
メ
ー
バ
症
な
ど
の
感
染
症
、
外
傷
な
ど
に
対
す
る

小
外
科
処
置
で
あ
る
。
腹
部
超
音
波
機
械
の
導
入
と
、

林

X
線
技
師
の
長
期
滞
在
で
診
療
の
質
は
さ
ら
に
向

上
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
ら
い
根
絶
計
画
へ
の

協
力
も
、
一
九
九

一
年
度
に
は
新
展
開
が
あ
っ
た
。

従
来
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
を
介
し
て

行
わ
れ
て
き
た
活
動
は
、
州
政
府
と

J
A
M
S
I
I
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
の
直
接
契
約
・
直
接
協
力
と
な
っ

た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
ら
い
セ
ン
タ
ー
建
築
は
一

九
九
二
年
二
月
二
三
日
に
正
式
に
落
成
し
た
が
、
こ

れ
を
機
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
病
棟
管
理
か
ら
一
時

手
を
引
き
、
小
規
模
な
技
術
協
カ
・
人
員
派
遣
に
留

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
全
体
の
管
理

が
困
難
と
な
り
、
必
要
な
活
動
が
自
由
に
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
、

J
A
M
S
の
教
育
機
能
充
実
に
さ
く

余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

北
西
辺
境
州
政
府
の
福
祉
行
政
の
一
角
へ

北
西
辺
境
州
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
共
に
、
そ
の
ら

い
根
絶
計
画
上
の
弱
点
は
、
①
女
性
患
者
発
見
率
の

低
い
こ
と
(
-
九
九
一
年
は
二
十
％
以
下
）
‘
②
遠

距
離
地
居
住
患
者
の
合
併
症
治
療
サ
ー
ビ
ス
が
行
き

届
か
ぬ
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

J
A
M
S
は

直
接
州
政
府
の
福
祉
行
政
の

一
角
に
身
を
置
き
、
州

2 ． 

ら
い
根
継
計
画
へ
の
協
力

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
た
ち
と
協
力
、
州
全
体
に

に
ら
み
を
利
か
す
戦
略
に
切
り
か
え
た
。
一
九
九
二

年
三
月
に
は
州
政
府
厚
生
省
の
活
動
許
可
を
得
た
。

一
方
将
来
を
見
越
し
て
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
の

ら
い
診
療
能
力
向
上
が
痛
感
さ
れ
、

J
A
M
S
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
診
療
所
内
に
新
た
に
二
十
床
の
ら
い
病
棟

開
設
に
盾
手
、

一
九
九
二
年
三
月
に
着
工
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」
と

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
」
と
に
分
散
し
て
い
た

J
A
M

S
の
勢
力
を
事
実
上

一
本
化
、
機
能
的
な
協
力
が
予

想
さ
れ
る
。

(J
A
M
S
診
療
部
ら
い
病
関
係
）

定

期

投

薬

の

ベ

ニ

＝

―

-

―

-

名

接

触

感

染

調

査

一

四

五

名

ら

い

菌

検

査

七

七

一

件

北
西
辺
境
州
北
部
国
境
の
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
支
部
を

従
来
ど
お
り
機
能
さ
せ
る
と
共
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
国
内
の
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
設
置
に
よ
っ
て

ア
フ
ガ
ン
人
患
者
の
定
期
投
薬
は
容
易
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
こ
う
し
て
、
北
西
辺
境
州
政
府
と
直
接
全
面

協
力
す
る
態
勢
が
整
っ
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ら
い
最
多
発
地
帯
の
ひ
と
つ
、

ダ
ラ
エ
・
ピ
ー
チ
に
活
動
の
足
固
め
が
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
さ
ら
に
有
効
な
協
力
が
期
待
で
き
る
。

入
院
治
療
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
本
か
ら
の
三
名
の
ワ

ー
カ
ー
派
遣
で
改
善
さ
れ
た
。
理
学
療
法
が
難
点
で

あ
る
が
、
人
員
不
足
で
手
が
回
ら
な
い
の
が
現
実
で

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
ら
い
セ
ン
タ
ー
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ミッション病院1991年度の実績
●ー・・・・..-・ ・-. ・・・: ~-・.:-・ -~~~- --,- -~::,-・・・: ・ ___ ・ ~-:-.. --・・ -. ・---. -・ ・--. ・-・--・-・......... ・-..... ・-・ --•·....・・・・··-·-···--···ー・：

： （入院・外米治療サービス）

： 総外来数 866名 総手術例 69例

総入院数 244名 菌検壺数 410例

理学療法 のべ約2,400例（うらきずギブス例145名，その他は正確な記録なし。）

（サンダル・ワークショップ）

1990年度総生産数 826足

（ペシャワール地区・フィールドワーク）

出動回数 29回

： （ペシャワール大学・カイバル医学校の医学生への講義）

： 講義回数 16回 受講者数 188名

:-------------------• --• ---• -.．．．．．.．-• -• -・ • -• -• -・ • • -—・・・ ・・ ・ ー ・・•—ー・・・・・・ ー ・ ・ ー・・ ・・・・・・・・—-- • -• --• -・ • --• -• -・ • --・ • • ----•ー・・・

総配布数 644足

一
九
九
二
年
麿
事
業
計
画

①
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
無
医
村
診
療
態
勢
確
立
に
よ
る

復
輿
支
援

②
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

ら
い
根
絶
計
画
支
援

今
後
も
以
上
の
大
目
標
に
変
更
は
あ
り
得
な
い
。

大
き
な
一
九
九
二
年
度
目
標
と
し
て
は
、
以
下
の
計

画
も
立
て
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
診
療
所

一
九
九
二
年
度
は
、
さ
ら
に
和
平
の
動
き
が
加
速

さ
れ
る
が
、
ロ
シ
ア
・
中
東
情
勢
と
絡
ん
で
政
治
的

な
混
乱
そ
の
も
の
は
続
く
。
し
か
し
、
国
内
活
動
を

展
開
し
や
す
く
な
る
条
件
は
さ
ら
に
整
う
も
の
と
分

析
さ
れ
る
。
一
九
九
―
一
年
は
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
の

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
診
療
所
を
充
実
、
来
年
度

へ
向
け
て
疾
病
予
防
の
母
親
教
室
、
結
核
・
ら
い
な

ど
の
慢
性
感
染
症
に
対
す
る
登
録
制
・
定
期
投
薬
休
~

訓
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。
詳
細
は
「
ダ
ラ
エ

・
ヌ
ー
ル
渓
谷
診
療
所
計
画
(
-
九
九
]
年
―
ニ

月
）
」
参
照
。
プ
ラ
ン
は
ほ
ぱ
予
定
通
り
進
行
し
つ

つ
あ
る
。

あ
る
。

大
規
模
で
は
な
い
が
熱
俯
病
の
臨
床
訓
練
施
設
と

し
、
日
本
か
ら
の
若
い
医
療
関
係
者
も
受
け
入
れ
る
。

昨
年
度
の
失
敗
に
鑑
み
、
特
に
態
勢
の
整
っ
た
教
育

コ
ー
ス
を
開
設
し
な
い
が
、
教
育
陣
を
充
実
し
て
診

療
を
通
し
て
学
べ
る
よ
う
工
夫
す
る
。
医
師
の
み
な

ら
ず
、
検
査
技
師
、
医
療
助
手
、
X
線
技
師
な
ど
の

技
術
も
現
地
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
が
自
然
に
学
べ
る

よ
う
に
す
る
。

こ
の
た
め
、
日
本
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
専
門

技
術
者
な
ら
ば
最
低
二
週
間
、
現
地
ワ
ー
カ
ー
の
場

合
は
約
一
年
以
上
を
メ
ド
に
受
け
人
れ
る
。

諸
般
の
情
勢
に
よ
り
、
ら
い
診
療
部
（
二
十
床
）

を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
診
療
所
内
に
設
置
(
-
九
九
二
年

三
月
着
工
）
。
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
の
ら
い
に
関

す
る
診
療
能
力
を
増
す
と
共
に
、
北
西
辺
境
州
ら
い

根
絶
計
画
の
弱
点
を
補
う
べ
く
州
政
府
の
福
祉
行
政

の
一
環
と
し
て
協
力
す
る
。
即
ち
、
協
力
相
手
を
北

西
辺
境
州
政
府
と
す
る
。
協
力
内
容
に
つ
い
て
は
既

に
直
接
政
府
と
協
議
が
成
立
し
て
お
り
、
女
性
患
者

の
早
期
発
見
と
遠
隠
地
患
者
の
治
療
サ
—
ビ
ス
に
カ

を
入
れ
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
ら
い
病
棟
に
つ
い
て

は
、
大
き
く
管
理
に
関
与
し
な
い
。
但
し
、
従
来
の

合
併
症
治
療
サ
ー
ビ
ス
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

ら
い
診
療
部
の
設
置

北
西
辺
境
州
ら
い
根
組
計
画
協
力

ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル
診
墾
mの
教
育
機
能
充
実



1992年 7月 25日 ペシャワール会報 (8) 

ス
タ
ッ
フ
の
成
長
と
運
営
の
苦
労
と

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
指
導

昨
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
と
本
年
二
月
か
ら

四
月
ま
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
J
A
M
S
で
ア
フ

ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
働
い
て
き
ま
し
た
。

彼
等
は
十
四
年
前
、
ソ
連
の
侵
攻
に
よ
り
逃
れ

て
き
て
以
来
、
い
つ
の
日
に
か
婦
る
で
あ
ろ
う
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
生
活
を
夢
見
つ
つ
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
J
A
M
S
は
、
ア
フ
ガ
ン
人
の
た
め

の
ア
フ
ガ
ン
人
に
よ
る
医
療
施
設
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
ア
フ
ガ
ン
人
の
若
者
を

医
療
人
（
看
護
士
、
検
査
技
師
、
薬
剤
師
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
技
師
）
と
し
て
教
育
し
訓
練
す
る
こ
と
も

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

私
の
仕
事
は
四
十
年
の
経
験
を
生
か
し
て
現
地

の
若
者
た
ち
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
熟
達
す
る

よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
で
す
。
私
で
何
か
役
に
立

つ
な
ら
ば
と
思
い
、
行
っ
て
き
ま
し
た
。

J
A
M
S
放
射
線
技
師

言
葉
は
通
じ
な
く
と
も

J
A
M
S
に
は
中
国
製
の

5
O
M
A
の
小
さ
な

装
置
が

一
台
あ
る
の
み
で
す
。
器
具
も
不
足
し
て

い
ま
す
。
十
二
月
に

一
時
帰
国
し
た
折
に
日
本
の

技
師
仲
間
に
お
願
い
し
て
中
古
の
カ
セ
ッ
テ
（
レ

ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
枠
）
や
グ
リ
ッ
ト

(
X

線
フ
ィ
ル
タ
ー
）
、
胸
測
計
な
ど
を
寄
贈
し
て
頂

き
、
二
月
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で

美
し
い
、
良
い
写
爽
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
感
謝
で
す
。

シ
ャ
ワ
リ
ー
院
長
も
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、

「
林
、
パ
ス
ポ
ー
ト
は
私
が
預
か
っ
と
こ
う
か
」

と
ジ
ョ
ー
ク
を
言
っ
て
ま
し
た
。
暗
に
帰
る
な
と

言
う
こ
と
で
す
。
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
心
が
通

え
ば
な
ん
と
か
理
解
で
き
る
も
の
で
す
。
毎
日
楽

し
く
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

林

達

男

念
願
の
国
内
診
療
所
開
設

と
こ
ろ
で
J
A
M
S
の
運
営
の
こ
と
で
す
が
、

J
A
M
S
は
日
本
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
支
援
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
熱
い
思
い
と
、
会

費
と
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
寄
金
が
す
べ
て
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
生
活
は
決
し
て
豊
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
彼
等
の
サ
ラ
リ
ー
は
で
き
る
だ
け
押
さ
え
て
、

入
院
患
者
や
毎
日
来
る
多
く
の
外
来
患
者
の
医
療

費
に
す
べ
て
投
入
さ
れ
る
の
で
す
。

ま
た
今
年
二
月
に
中
村
先
生
は
じ
め
現
地
の
人

達
の
願
い
で
あ
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
診
療

一 、` ｀ ＇ 
患者さんを診る JAMSのスタッフ
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ハリ治療をする林さん

所
が
開
設
さ
れ
、
そ
こ
に
十
名
近
い
ス
タ
ッ
フ
が

派
遣
さ
れ
た
の
で
す
。
開
設
さ
れ
る
ま
で
の
十
年

間
、
中
村
先
生
、
シ
ャ
ワ
リ
ー
先
生
の
苦
労
は
並

大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

現
地
へ
の
潜
行
調
介
、
住
民
感
情
・
地
理
的
設

置
場
所
の
調
査
、
内
戦
状
況
調
壺
な
ど
、
こ
の
間

に
一
一
名
の
犠
牲
者
も
出
た
そ
う
で
す
。

今
年
に
入
っ
て
は
、
現
地
の
借
り
上
げ
建
物
の

修
理
、
医
薬
品
・
医
療
機
具
•
生
活
用
品
・
ベ
ッ

ド
・
寝
具
・
鍋
・
手
押
し
ポ
ン
プ
・
食
料
品
な
ど

の
調
達
と
輸
送
な
ど
大
変
な
も
の
で
し
た
。

こ
の
様
な
努
力
に
よ
っ
て
J
A
M
S
の
医
療
実

績
は
会
報
で
ご
存
じ
の
通
り
、
昨
年
の
ニ
・
互
倍

と
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
よ
う
な
診
療
所

が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
各

所
に
開
設
さ
れ
る
計
画
で
す

邁
1
9
'

が
、
こ
れ
を
支
え
る
ペ
シ
ャ

痴
~
叫

•• 
-

ーt
 ．`
 m

'
 

ワ
ー
ル
会
も
大
変
で
す
。

中
村
先
生
も
苦
労
の
連
続

．．
 
t

．,L
 

．ふ・・一

で
、
心
労
（
ス
ト
レ
ス
）
の

．

リ
＞

た
め
か
昨
年
夏
よ
り
頭
に
ピ

`

•
I
~

4

n
 
..
 ＇ 

，
 

ン
ポ
ン
亜
大
の
は
げ
が
二
個

｀
・
ー
｀

t
^
＂’
)
 

も
で
き
、
チ
ト
ラ
ル
帽
で
隠

―

ヽ`

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
今

-

.

9

．
．
柑
刀
・一．↑
 

年
の
春
に
な
っ
て
よ
う
や
く

完
治
し
た
よ
う
で
す
。
私
も

“

毎
日
先
生
と
生
活
す
る
中
で

＼

．

先
生
の
苦
労
を
目
の
当
た
り

に
し
て
い
ま
す
が
気
の
毒
で
見
て
お
れ
ま
せ
ん
。

日
中
は
財
政
の
や
り
く
り
、

J
A
M
S
と
ミ
ッ

シ
ョ
ン
病
院
と
の
医
療
面
で
の
苦
労
、
対
政
府
、

地
域
と
の
折
衝
な
ど
。
夜
は
夕
食
を
す
ま
す
と
ミ

ッ
シ
ョ
ン
病
院
へ
再
度
出
か
け
て
、
術
後
患
者
・

熱
発
者
の
回
診
、
指
示
。
そ
の
後
、
日
本
人
ス
タ

先
生
の
苦
労
を
目
の
あ
た
り
に
し
て

ッ
フ
の
現
地
語
の
教
育
、
夜
中
の
十
二
時
ご
ろ
帰

宅
し
て
、
翌
日
の
ウ
ル
ド
ゥ
語
の
テ
キ
ス
ト
作
り
、

報
告
害
の
作
成
な
ど
な
ど
。

朝
七
時
に
起
こ
す
と
「
四
時
に
寝
た
と
や
が
」

と
眠
そ
う
な
目
を
こ
す
っ
て
起
き
て
こ
ら
れ
ま
す
。

「
こ
の
よ
う
な
生
活
を
続
け

て
は
長
生
き
で
き
ん
。
自
分

んさ
の
健
康
は
自
分
で
守
ら
ね
ば

岡

人

、

，

西
い
か
ん
で
す
よ
。
」
と
注
意

v

.
｀

人
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ

一
日
も
早
く
中
村
先
生
が

寸木

l

/ノ

島

i
l
-

生

事

務

仕

事

か

ら

解

誓

れ

る

外
よ
う
に
、
事
務
の
で
き
る
ボ

木

一

寸

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
り
込
ん
で

中

ー

さ
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ペ
シ
ャ

｀

~ん已
〗[
f
t
[
[

〗

ス
タ
ッ
フ
に
も
豊
か
で
は
な
く
て
も
人
並
み
の
生

活
保
障
を
し
、
医
療
面
で
も
充
分
な
治
療
が
で
き

る
よ
う
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

私
自
身
そ
の
た
め
に
は
一
層
の
努
力
と
協
力
を
惜

し
ま
な
い
も
の
で
す
。
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
そ
の

後
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
は
時
々
気
温
が
四
十
度
を
越
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
大
病

も
せ
ず
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
な

に
か
と
心
配
し
て
く
だ
さ
り
、
い
つ
も
気
に
と
め

て
く
だ
さ
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

去
年
と
同
じ
む
な
し
さ
を
感
じ
て

も
う
五
月
も
末
に
な
る
。
昨
年
の
夏
、
帰
国
す

る
飛
行
機
の
中
で
、
こ
の
一
年
、
私
は
な
に
を
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
ふ
と
考
え
、
何
も
な
い

と
思
え
て
む
な
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
い
る
。
帰
国
を
前
に
し
た
今
、
や
は
り

同
じ
思
い
に
な
っ
て
い
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
来

よ
う
と
決
め
た
と
き
、
私
に
は
特
別
優
れ
た
も
の

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
だ
か
ら
何
か
大
き
な

こ
と
で
も
や
ろ
う
と
考
え
た
こ
と
は
一
度
も
な
い

し
、
ま
た
、

で
き
る
力
も
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、

む
な
し
い
と
感
じ
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

ら
い
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
く
、
言
葉
に
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
い
。

こ
ん
な
自
分
に
何
が
で
き
よ
う
か
、
と
考
え
た
時
、

そ
う
む
な
し
く
感
じ
る
こ
と
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。私

は
ス
タ
ッ
フ
に
た
く
さ
ん
の
不
満
を
持
っ
て

い
る
。
ど
う
し
て
、
も
っ
と
仕
事
を
し
な
い
の
か
、

か
ら
始
ま
っ
て
、
責
任
感
が
ま
っ
た
く
無
い
、
縦

横
の
つ
な
が
り
が
な
い
、
協
力
し
あ
わ
な
い
、
同

僚
を
褒
め
た
り
、
か
ば
っ
た
り
し
た
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
な
い
、
な
ど
な
ど
。
日
本
で
、
が
っ
ち

り
し
た
チ
ー
ム
の
中
で
働
い
て
き
た
私
は
、
自
分

の
身
の
置
き
場
に
困
り
、
い
つ
ま
で
も
ふ
ら
ふ
ら

し
て
い
る
気
分
に
な
っ
た
。
今
で
も
こ
の
状
態
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
看
護
婦

福
岡
徳
洲
会
病
院
所
属

藤
田
千
代
子

現
地
の
人
も
私
も
ゆ
っ
く
り
と

変
わ
っ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か

、-
手術に従事する藤田さん

こ
の
中
で
、
中
村
先
生
は
『
現
地
の
ス
タ
ッ
フ

を
主
と
し
て
、
外
国
人
は
脇
役
で
』
と
言
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
昨
年
は
「
日
本
人
だ
け
で
仕
事
を
し
て

い
る
。
現
地
の
人
と
共
に
や
れ
。
あ
な
た
た
ち
が

主
役
で
は
な
い
。
」
と
厳
し
い
お
叱
り
を
う
け
た
。

そ
の
時
は
傲
慢
に
も
、
私
た
ち
は
患
者
の
た
め
に

一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
に
と
思
っ
て
ム
ッ
と
き

た
。
し
か
し
私
た
ち
日
本
人
が
い
な
く
な
っ
た
ら

こ
の
仕
事
は
だ
れ
が
す
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
が
い
つ
も
ど
こ
か
に
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
い
る

と
き
だ
け
作
り
上
げ
ら
れ
て
も
、
い
な
く
な
れ
ば

r
硯
地
の
人
と
共
に
L

の
重
さ
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様に（外気温の方が高いため）、窓も

カーテンもしめきって、その上電気も

消して、昼間だというのにまっくらな

部屋のベッドに横たわり、ただ天井の

扇風機だけが忙しなく動いているだけ

でした。

事前に聞いていた話だったので、こ

う暑くては、クーラーはないし、これ

が賢明な対策なのかもしれないなと勝

手に納得した

ました。

しかし、その暑い日々もそう長くは

続かず雨が降って急に涼しくなったり

で、まだまだ酷暑を迎えていない様な

感じがします。幸運にもこの 2・ 3日

少し肌寒く、 5月も終わりだというの

に、快適な日々を過ごさせてもらって

います。こちらの人が雨の日や、くも

りの日を良い天気というそうですが、

こういう表現の仕方があったとしても

ここでは不思議ではないと

今実感しているところです。
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す
ぐ
形
は
な
く
な
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
と
わ

か
っ
て
き
た
と
き
、
中
村
先
生
の
言
わ
れ
る
「
共

に
や
れ
」
の
言
葉
が
ズ
シ
ー
と
重
い
。
一
緒
に
仕

事
し
て
十
の
う
ち
―
つ
で
も
残
れ
ば
、
そ
れ
で
よ

し
と
し
、
ま
た
、
次
の
年
に
一
っ
を
と
、
こ
れ
の

繰
り
返
し
な
の
だ
ろ
う
。
現
に
、
患
者
の
足
の
消

嘉
、
器
具
の
消
毒
、
検
温
票
の
記
録
な
ど
、
中
村

先
生
の
指
導
さ
れ
た
こ
と
が
形
に
な
っ
て
継
続
さ

れ
て
い
る
。
何
年
か
か
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
と

思
う
と
私
は
恥
ず
か
し
く
な
る
。
昨
年
は
、
仕
事

始
め
に
、
あ
ま
り
気
の
の
ら
な
い
ス
タ
ッ
フ
に
侮

日
「
さ
あ
、
は
じ
め
よ
う
よ
」
と
担
を
か
け
て
き

た
。
そ
れ
で
も
効
果
な
く
時
々
け
ん
か
を
し
た
り

も
し
た
。
そ
し
て
疲
れ
て
、
一
年
で
諦
め
た
よ
う

に
思
う
。
今
回
は
声
を
か
け
よ
う
と
い
う
気
さ
え

な
か
っ
た
。
た
だ
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
が
一
―
一
人
に
な

る
の
で
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込
む
こ
と
に
期

待
し
た
。

先
日
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
三
一
号
が
と
ど
い
た
。

十
六
ペ
ー
ジ
に
『
国
際
化
と
は
、
異
質
な
人
々
と

接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
き

っ
か
け
を
つ
か
む
こ
と
で
も
あ
る
。
自
分
を
変
え

自
分
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
き
っ
か
け

よ
う
と
い
う
意
志
が
な
い
と
こ
ろ
に
は
真
の
国
際

化
は
な
い
』
（
阿
部
謹
也
「
世
間
意
識
か
ら
の
解

放
」
よ
り
）
と
あ
っ
た
。
国
際
化
に
つ
い
て
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
を
読
ん
だ
と
き
、
私
の

つ
ま
づ
き
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

え
て
き
た
。
日
本
の
文
化
の
中
で
育
ち
、
ぽ
ん
と

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
き
て
、
そ
の
頭
で
物
を
考
え
、

今
ま
で
書
い
て
き
た
よ
う
な
不
満
を
持
ち
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
ま
で
な

る。
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
を
決
し
て
嫌
い
で
は
な
い
。

私
の
未
熟
な
ウ
ル
ド
ゥ
語
を
根
気
よ
く
聞
い
て
く
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れ
、
生
活
の
こ
と
、
健
康
の
こ
と
な
ど
、
よ
く
心

配
し
て
く
れ
る
。

一
人

一
人
と
て
も
気
持
ち
の
優

し
い
思
い
や
り
の
あ
る
人
達
だ
が
、
仕
事
に
な
る

と
、
な
ぜ
か
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り
が
な
く
責
任

感
が
見
事
な
ほ
ど
無
い
。

私
は
、
仕
事
の
日
は
口
で
言
っ
て
い
る
以
上
に

胸
の
中
で
は
不
満
を
言
っ
て
き
た
。
そ
し
て
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
な
に
か
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
ま
ま
、
一
日
が
終
わ
り
、
こ
れ
の
繰
り
返

し
で
あ
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
を
読
ん
で
糸
口

再
び
模
索
の
時
を
与
え
ら
れ
て

日
本
で
生
き
て
き
た
生
き
方
に
違
う
方
向
か
ら
光
を
あ
て
ら
れ
映
し
だ
さ
れ
た
毎
日

パ
キ
ス
タ
ン
で
す
ご
し
た
日
々
が
、
遠
い
幻
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
思
い
出
を
た
ど
る
に
は
あ
ま

り
に
も
短
い
月
日
で
あ
っ
た
。

言
葉
も
技
術
も
現
地
で
の
研
修
か
ら
始
ま
り
、

「
ら
い
」
と
い
う
病
気
の
知
識
さ
え
頭
の
中
に
は

充
分
残
っ
て
い
な
い
ま
ま
仕
事
を
す
る
生
活
が
始

ま
っ
た
。
そ
し
て
す
べ
て
が
中
途
半
端
な
ま
ま
帰

国
し
て
し
ま
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
誰

一
人
と
も
挨

拶
さ
え
で
き
ず
に
夜
中
飛
行
場
へ
向
け
て
車
は
動

き
出
し
て
い
た
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
残
す
は
ず
の
も
の
は
、
こ
ん

な
形
で
は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に
…
と
思
う
。
多

く
の
時
間
と
費
用
を
か
け
て
研
修
を
受
け
さ
せ
て

理
学
療
法
士

も
ら
い
送
り
出
さ
れ
た
の
に
・
・
・
と
思
う
。
無
念
さ

や
申
し
わ
け
な
さ
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
も
う
お

そ
ら
く
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
土
を
再
び
踏
む
こ
と
は

な
い
と
わ
か
っ
た
今
、
急
に
は
次
の
目
標
が
定
ま

ら
な
い
で
い
る
。
か
の
地
で
す
ご
し
た
日
々
が
、

ま
だ
重
く
の
し
か
か
り
ち
ょ
っ
と
息
苦
し
い

。
押

し
の
け
る
に
は
思
い
き
っ
た
動
き
が
必
要
か
も
し

れ
な
い
。

日
本
で
生
き
て
き
た
生
き
方
に
違
う
方
向
か
ら

光
を
あ
て
ら
れ
映
し
出
さ
れ
た
毎
日
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
が
私
を
再
び
ふ
り
出
し
に
戻
し
、
新
た

な
選
択
を
す
べ
く
模
索
の
時
が
与
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。

島
村
教
子

ドイツ人シスターと共に

を
つ
か
ん
だ
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
私
は
性
急
す

ぎ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
国
の
大
き
く
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
、
現
地
の
人
も
私
も
ゆ

っ
く
り
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。

ら
い
の
仕
事
と
似
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
有
形
無
形
で
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
私
が
行

っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
知
り
覚

え
て
下
さ
り
支
援
を
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
も
一

層
の
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
ど
う
ぞ
私
と

い
う
個
人
は
一
会
員
に
戻

っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
会
員
と
し
て
支
援
を
続
け
て
下
さ
る
こ
と
を

顧
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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●1991年度中に
寄付をいただいた団体

ありがとうございます

板付北小学校 4年2組
九州芸術工科大学
古賀高等学校緑十字会グループ
こひつじ幼稚園
産業医科大学
西南学院
西南学院高等学校インターアクトクラブ
西南学院高等学校
西南学院中学校宗教部
西南女学院短期大学
西南幼稚園
筑紫女学園面等学校
筑紫女学園中学校
梅光女学院宗教部
広島三育学院幼稚固・小学校
損岡高等学校
福岡女学院高等学校
福岡女学院中学校
アジアを考える会北九州
うら梅の郷会
粕屋新光園
風の学校
北九州医療療従事キリスト者の会
京都JOCS
ししのこキャンプ
城山荘
日本アフガニスタン協会
日本医療情報センター
日本キリスト教海外医療協力会
馬場病院と BBコンペ
福岡キリスト教女子青年会
ペシャワール会八代友の会
むなかた自由大学
八尾ペシャワール会
九州大学医学部同窓会
西南学院高等学校後援会母の会
西南学院中学校母の会
全国医系学生ゼミ
福岡志等学校同窓会
福志紅梅会
朝倉記念病院
宇治億洲会病院
馬場病院互助会
八尾徳洲会病院
国際ソロプチミスト北九州西
国際ソロプチミスト日田

国際ノロプチミスト揖岡南
福岡鶴城ライオンスクフブ
福岡西ローターアクトクラブ
福岡ローターアクトクラブ
尼崎パプテスト教会
大牟田正山町教会教会学校
香住ヶ丘バプテスト教会
九州中志生聖書学校
西南学院バプテスト教会
田隈バプテスト教会
天神聖書集会
鳥栖キリスト教会掃人会
日本キリスト教会下関伝道教会
日本キリスト教団津屋崎教会
日本キリスト教団幕張教会
日本聖公会福岡教会
東八幡キリスト教会
平尾バプテスト教会
ビンセンシオ ア．バウル会
揖岡聖書研究至
揖岡筑紫野伝道教会
揖岡中央教会
福岡ベタニア村伝道所
福岡南教会
明林寺
八幡鉄町教会
龍国寺
島郷翡剤薬局
で逢い
マツオ電機商会
三菱商事 EPOCS
レディスまさひろ

● 1991年度会計報告

［収入の部］
1.会貨及び寄付
2. 事業収入

3. 利息雑収人

計
前年度繰越

合計

［支出の部］
1. 現地活動費
1) J AMS活動費③ 13,865,415 
2)渡航、 通信費 ④ 2,280,155 
3)国内活動費 ⑤ 805,387 

小 計 16,950,957 
2. 事業費（会報制作、発送）

1,931,004 
3.事務局費（家賃、事務用品）

2,115,523 

20,997.484 
1,022,582 

22,020,066 

計
次年度繰越

合 計

● 1991年度特別会計

I 外務省NGO補助事業

［収入の部］
1.竺整省NGO補助金

計

［支出の部］
1. J AMS巡回診療経費 4,284,000
2. 医療器具費 2,060,000 

計 6,344,000

Il 国際ボランティア貯金配分事業

［収入の部］
1. 国際ボランティア貯金配分金

3, 550, 000 

3,550,000 計

［支出の部］
1. テメ ルガル診療所運営費

3,550,000 

3,550,000 計

胄円）
3,000 

2,000 

1.000 

①
②
 

20,015,920 
233,500 
56,332 

20,305,752 
1,714,314 

22,020,066 

6,344,000 

6,344,000 

●大きくなる支援の輪

（事業実績）

⑤ ④ ③ ② ①  

個
人
．
一
，
―
―
―
―
―
―
一
件
、
団
体
．
九
八
件

絨
毯
等
販
売
益

現
地
及
び
国
内
購
人
の
医
薬
品
、
医
療
機
器
、

J
A
M
S
迅
営
費

ス
タ
ッ
フ
渡
統
貨
、
薬
品
、
機
材
送
料
、
蹄
害
保
険
料

国
内
研
修
費
用
、
講
祇
等
旅
贅

91' 

会

計

輯

告

,----------------------, 
： ● 1991年度事業額 （支出ペース） I 

30,891,484円

I 

事業費（会報発行）
1,931,004円
(6.3%) 

t 
i 
I 

I 

I 

I 
I 

I 
I 

l 

l 

I 

I 
I 

し---------------------

3,089.1 

.....・・・．．．
2,324.31 2,684.5 

(86.9%) 

王髯．793%〗可
729叶l8嘉閏

咽”.

゜
9 9コ・ 9 9心 ’`v. 5 %） ` 1987 | 1988 1989 1990 1991 

うち現地活動安

（割合％）

（個人会費件数 519 
団体寄付件数 38 

699 
30 

685 
55 

1097 
91 

1322 
98) 
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．
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
大
き
な
転
機
に
さ
し
か
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
中
村
哲
医
師
の
活
動

を
支
え
る
会
か
ら
、
彼
の
地
で
働
く
日
本
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
支
援
、
そ
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
働

＜
六
十
人
か
ら
の
ア
フ
ガ
ン
人
医
療
関
係
者
の
活

動
と
生
活
を
支
え
る
会
に
脱
皮
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
中
心
と
し
て

い
た
医
療
活
動
か
ら
、

J
A
M
S
を
中
心
し
た
活

動
に
広
が
っ
た
こ
と
を
さ
し
て
い
ま
す
。
ら
い
の

治
療
に
留
ま
ら
ず
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
診
療
、
さ

ら
に
戦
火
が
収
束
し
始
め
て
い
る
ア
フ
ガ
ン
国
内

の
復
興
を
医
療
面
よ
り
支
持
す
る
た
め
に
診
療
所

（
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
、
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
）
が
開
設
さ

れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

中
村
医
師
が
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
ら
い

根
絶
計
画
に
参
加
し
た
時
に
、
今
の
活
動
が
予
想

さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
歴
史
に
流
さ
れ
な

が
ら
も
、
地
道
に
医
療
活
動
を
続
け
て
き
た
到
達

点
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
で
あ
る
が
故
に
、
引
き

●
事
務
局
長
に
就
任
し
て

中
村
医
師
の
活
動
を
支
え
る
会
か
ら

J
A
M
S
を
中
心
と
す
る
事
業
体
へ

村
上

優

返
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
で
も
あ
り
ま
す
。

会
も
、
故
佐
藤
雄
二
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
地

道
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
務
局
員
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
自
助
グ
ル
ー
プ
的
な
心
地
よ
さ
に
加
え
て
、

理
事
会
を
発
足
さ
せ
組
織
と
し
て
の
体
裁
も
整
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
支
え
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

大
き
さ
か
ら
、
安
定
し
た
活
動
、
特
に
財
政
面
で

の
安
定
を
計
り
た
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
現
実

は
財
政
的
な
困
難
が
あ
り
、
今
回
会
員
の
皆
さ
ん

に
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で

す
。
―
つ
は
新
た
な
会
員
の
紹
介
を
、
二
つ
に
は

ア
フ
ガ
ン
国
内
の
診
療
所
開
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一
九
七
九
年
六
月
、
そ
の
前
年
福
岡
登
高
会
の

テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
登
山
に
参
加
し
た
中
村
先
生

と
登
高
会
の
池
辺
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
パ
キ
ス

バ
キ
ス
タ
ン

中
村
先
生
と
の
不
思
議
な
縁

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
長

中
村
先
生
と
村
上
事
務
局
長
(
-
九
七
九
年
）

タ
ン
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
空

港
の
人
国
審
木
且
は
、
粗
末
な
机
が
あ
る
だ
け
の
広

間
で
お
こ
な
わ
れ
、
「
何
も
な
い
め
ま
い
」
と
い

う
表
現
が
頭
を
つ
い
て
出
て
く
る
情
景
で
し
た
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
経
由
し
て
ア
フ
ガ
ン
に
入
る
予

定
が
、
直
前
に
始
ま
っ
た
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻

で
カ
イ
バ
ル
峠
の
国
境
が
閉
鎖
さ
れ
た
と
聞
き
、

ギ
ル
ギ
ッ
ト
に
変
更
し
て
フ
ン
ザ
に
入
ろ
う
と
い

う
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
ま
で
「
国
境
」

と

は
日
本
で
考
え
る
「
国
境
」
だ
っ
た
の
で
す
。
人

工
的
に
作
ら
れ
た
「
国
境
」
を
超
え
て
人
は
生
活
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e 募 集
JAMS発

「共に歩む」ワーカーを！！

JAMSでは日本からのワーカーを募

集しております。ただし、 JAMSは出

来上がった団体ではなく、熟練した医療

技術者の腕の発揮できる日本の医療現場

からは程遠いものです。これから、現地

事情に合わせ、現地の「人づくり」を目

指し、一緒に築き上げてゆこうとするも

のです。「高度の技術を教えてやる」の

ではなく、「共に歩む」ワーカーを歓迎

します。

送り出す日本の社会は一般にゆとりな

く、短期の協力でも大きな困難がありま

す。私共は現地でこれらの方々の便宜を

図ることしかできませんが、以下の条件

で受け入れます。

①募集対象：

1.医療技術者（医師、看護婦（士）、検

査技師、理学療法士など）。又は蘊務

関係者で外国語（英語又は現地語）の

堪能な者。

② 6カ月以上の滞在者は、現地で 1カ

月、ペルシャ語またはパシュトゥ語又

はウルドゥ語を習得、現地の人々と交

わりを深めて仕事をしていただきます。

③派遣団体などからのサポートのない

場合、ペシャワール会派遣とし、 1年

以上の方は、現地の住居の便宜、及び

現地生活費と日本からの往復交通費な

どを負担します。

④ 学生などの短期見学も拒みません。

但し、ゆきとどいたお世話をするゆと

りがありませんので、依存せずに独力

で来て下さい。（繁忙期には断ること

もあります）

詳しくはペシャワール会事務局に直接

お問い合わせ下さい。

〒810 福岡市中央区大名 1丁目10-25

上村第 2ビル307号

ペシャワール会

電話（毎水曜日夜 7時～ 9時）

092-731-2372 

〔分室〕

092-725-3440（石風社内）

し
て
い
る
こ
と
を
、
中
村
先
生
の
著
書
で
知
っ
た

の
は
、
随
分
後
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
こ
の

一
ヵ

月
の
旅
行
の
途
中
に
こ
ん
な
会
話
が
あ
り
ま
し
た
。

恐
ら
く
生
命
を
巡
る
話
（
脳
死
）
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
「
精
神
科
の
医
師
は
、
生
き
て
い

る
間
の
援
助
は
お
ろ
そ
か
に
し
て
詭
弁
を
弄
す
る
。

死
ぬ
と
き
も
諦
め
が
早
す
ぎ
る
。
そ
し
て
解
釈
な

ど
へ
理
屈
が
多
す
ぎ
る
。
」
と
い
う
も
の
で
す
。

延
命
な
ど
の
「
無
駄
な
」
医
療
に
湯
水
の
ご
と
く

に
金
を
使
う

一
方
、
安
い
薬
す
ら
手
に
入
ら
ず
に

死
ん
で
ゆ
く
人
達
が
い
る
。
彼
は
著
書
の
中
で

「
そ
の
後
の
不
思
議
な
縁
の
連
続
は
、
五
年
後
に

こ
の
北
西
辺
境
州
に
私
を
呼
び
戻
し
た
…
…
余
り

の
不
平
等
と
い
う
不
条
理
に
対
す
る
復
闊
で
も
あ

中
村
先
生
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
行
き
を
決
め
、

九
八
四
年
に
会
が
発
足
し
、
活
動
が
始
ま
り
、
そ

し
て
様
々
な
人
の
輪
が
広
が
っ
て
ゆ
く
中
で
、
私

は
受
身
的
に
し
か
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
の
窓
口
は
事
務
局
長
を
し
て
い
た
佐
藤
雄
二
先

生
で
し
た
。
彼
は
会
の
発
足
し
た
年
に
、
私
の
勤

め
て
い
る
国
立
肥
前
療
養
所
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

国
立
肥
前
療
養
所
医
師
）

私
と
ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

る
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

の
赴
任
な
ど
夢
に
も
出
て
こ
な
い
時
期
に
、
彼
の

中
で
は
確
か
な
何
か
が
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
私
も
そ
の
「
不
思
議
な
縁
」
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
哲
チ
ャ
ン
が
走
る
の
よ
」
等
と
ぽ
や
き
な
が
ら
、

中
村
先
生
の
手
紙
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、
総
会

（
の
後
の
飲
み
会
）
に
誘
っ
て
く
れ
た
り
、
あ
の

心
温
ま
る
人
柄
は
ス
パ
ス
パ
と
切
り
開
い
て
ゆ
く

中
村
先
生
と
対
照
的
で
、
絶
妙
の
コ
ン
ビ
で
し
た
。

佐
藤
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
私
に
で
き

る
範
囲
の
手
伝
い
を
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
彼

の
生
と
死
は
多
く
の
人
に
伝
説
を
残
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
縁
」
の

一
っ
に
な
っ
て
、
佐
藤
先
生
の

後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
に
は

出
来
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
ま
す
。
多
く
の
仲
間
と

助
け
て
い
た
だ
く
人
々
を
要
し
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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＊
硯
在
で
は
会
員
百
七
十
名
に

●
熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

会
長
吉
永
公
祐

＠
名
地
か
ら
の
報
告

．．．．．．．．
．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．

．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．
．．．
．．．．．．．．．．

．．．．

．．．．．．．．
．．．．．．
．．．．． 

よ
り
身
近
に
現
地
を
知
る
た
め
に

各
地
で
頑
張
っ

旧
ソ
連
邦
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
が
激
化

し
、
家
を
焼
か
れ
村
を
破
壊
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ン
難

民
が
多
数
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
地
に
逃
れ
、
連
日
ニ

ュ
ー
ス
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
た
一
九
八
七
年
―
一
月
、

熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
ろ
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

の
地
に
、
ご
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
住
ま
わ
れ
、
難

民
た
ち
の
医
療
奉
仕
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
中

村
先
生
を
知
っ
た
会
員
た
ち
は
、
す
で
に
そ
の
支

今
年
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
総
会
・
各
地
報
告
会
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
十
年
に
な

る
会
の
活
動
で
す
が
、
今
で
は
会
員
数
も
増
え
、
全
国
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
各
地
で
の

報
告
会
も
、
中
村
先
生
の
現
地
報
告
で
活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
、
出
席
さ
れ
た

方
々
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
熱
心
に
活
動
し
て
お
ら
れ
る
各
地
か
ら

の
報
告
と
、
今
後
の
報
告
会
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

援
活
動
を
つ
づ
け
て
お
ら
れ
た
福
岡
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
の
有
志
の
方
よ
り
、
会
の
活
動
状
況
や
、
中

村
先
生
へ
の
支
援
運
動
な
ど
に
つ
い
て
知
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
も
し
自
分
た
ち
に
も
そ
の
ご
支
援
が

出
来
る
な
ら
ば
と
、
組
織
を
つ
く
り
第
一
歩
を
ふ

み
出
し
て
み
ま
し
た
。
発
会
当
時
は
約
一
一
十
名
程

の
会
員
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
会
の
趣
旨
に
賛
同

し
て
い
た
だ
く
方
も
次
第
に
ふ
え
、
現
在
で
は
百

七
十
名
を
数
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
記
事
で
知
る
だ
け
だ
っ
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
の
こ
と
も
、
中
村
先
生
の
現
地

で
の
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
と
の
か
か
わ
り
合
い
や
、

故
郷
を
追
わ
れ
た
難
民
た
ち
へ
の
援
助
活
動
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
身
近
な
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
生

て
ま
す

も
帰
国
さ
れ
る
た
び
に
、
ご
多
忙
の
時
間
を
さ
い

て
熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
会
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
な
ど
で
、
現
地
の
様
子
を
わ

か
り
や
す
く
話
し
て
下
さ
る
の
で
、
私
た
ち
が
持

っ
て
い
る
日
本
人
的
発
想
を
根
本
か
ら
見
直
さ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
よ
う
で
す
。
「
目
に
は

H
を」

の
イ
ス
ラ
ム
冊
界
に
お
け
る
報
復
主
義
を
現
実
と

し
て
と
ら
え
、
や
や
も
す
れ
ば
西
欧
人
的
な
発
想

で
こ
の
地
の
生
活
を
眺
め
よ
う
と
す
る
自
分
に
、

基
本
的
な
も
の
の
見
方
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

熊
本
で
の
活
動
は
地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
五
年
を
過
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
毎
月
事
務
局
に
集
ま
り
、
支
援
活
動

の
輪
を
ど
の
よ
う
に
ひ
ろ
げ
て
行
く
か
を
語
り
合

い
会
員
の
輪
を
ふ
や
す
た
め
の
取
り
く
み
を
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
本
会
の
出
発
に
多
く
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
佐
藤
赫
子
様
が
昨
年
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
会
員
一
同
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。
佐
藤
様
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
会
へ
の

思
い
を
引
き
つ
ぎ
、
今
後
と
も
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

．．．．．．．．．．．．．
．．．
．．．．
．．．．．．
．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．． 

•• 
~
＊
熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

．

．

日
時
七
月
十
八
日
出
午
後
六
時

~

場
所
熊
本
市
水
道
町
福
祉
会
館
．

T
E
L
(
0
九
六
）
―
-
＿
五
五
—
五
二
四
＿
~

．．．．．．
．．．．
．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．． 
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＊
中
村
先
生
と
の
橋
濃
し
が
出
来
れ
ば

今
年
も
購
演
会
の
季
節
が
や
っ
て
米
ま
し
た
。

な
ん
と
か
ま
た
、
一
年
や
っ
て
き
た
な
あ
と
い
う

の
が
我
が
八
尾
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
メ
ン
バ
ー
の

本
音
で
す
。

年
一
回
の
講
演
会
の
た
め
に
だ
け
あ
る
よ
う
な

会
で
す
。
大
き
な
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
講
演

会
を
通
じ
て
、
初
め
て
中
村
先
生
の
活
動
を
知
る

人
、
初
め
て
直
接
お
話
し
す
る
人
達
の
橋
渡
し
が

出
来
れ
ば
と
思
い
、
月

一
回

B
4
コ
ピ
ー
一
枚
の

会
報
発
行
、
そ
の
発
送
作
業
の
た
め
の
会
合
、
細

々
し
た
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
機

を
借
り
、
講
演
会
の
資
金
を
出
し
て
も
ら
っ
た
り

で
、
八
尾
徳
洲
会
病
院
に
は
知
ら
な
い
間
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

悩
み
の
種
は
、
ま
ず
会
報
の
原
稿
集
め
。
福
岡

か
ら
の
情
報
を
頼
り
に
い
つ
も
四
苦
八
苦
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の
少
な
さ
。
約
五
名

で
百
名
程
の
方
に
会
報
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
が
、
会
合
に
全
員
揃
う
こ
と
は
ま
ず
な
く
、
同

じ
方
に
二
通
送
っ
た
り
、
毎
月
届
か
な
か
っ
た
り

●
八
尾
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

八
尾
徳
洲
会
病
院
誌
竺
所
己
呪
甲
去

f

で
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
会
費
は
頂
い

て
お
ら
ず
、
切
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
善

意
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
会
で
す
が
、
ま
あ
ど
う
に
か
な
る
わ
、

で
今
年
も
夏
で
す
。
今
年
こ
そ
は
の
意
気
込
み
は

ど
こ
へ
や
ら
、
講
演
会
の
ポ
ス
タ
ー
の
原
案
も
ま

だ
や
わ
、
発
送
日
に
ま
に
あ
う
ん
か
い
な
と
、
同

じ
夏
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
皆
様
、
呆
れ
ず
に

今
年
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

‘
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~
＊
八
尾
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

~

日
時
八
月
二
十
二
日
出
午
後
六
時
三
十
分

~

~
場
所
八
尾
市
文
化
会
館
（
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
）

·

四
階
第
一
会
議
室

~

（
近
鉄
大
阪
線
八
尾
駅
下
車

~

徒
歩
五
分
西
部
百
貨
店
隣
）
~

~

T
E
L
(
O
七
二
九
）
二
四
ー
五
ー
＿
＿

~

~

連
絡
先
八
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徳
洲
会
病
院
・
蔵
所
~
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●●

こ

れ

か

ら

の

各

地

報

告

会

＊

．

~
●
北
九
州
八
幡

•

[
北
九
州
ア
ジ
ア
を
考
え
る
会
]

・

日
時
七
月
二
十
一
日
図
午
前
＋
時
三
十
分

・

~

場
所
東
八
幡
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

・

T
E
L
(
O
九
三
）
六
五
一
ー
六
六
六
九

．

~
●
福
岡
市
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
総
会

~

~

日
時
七
月
二
十
五
日
出
午
後
二
時

~

~

場
所
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
ホ
ー
ル

・

博
多
駅
前
一
の
四
の
四

•

T
E
L
(
O
九
二
）
四
ー
ー
ー
五
八
五
五

・

~
●
神
戸

~

日
時
八
月
二
十
三
日
⑪
午
後
一
時
―
―
-
＋
分

~

~

場
所
神
戸
多
聞
教
会

~

連
絡
先

J
o
c
s

関
西
事
務
所

"

T
E
L
(
O
六
）
二
0
ニ
ー
六
二
八
六

．

●●
北
九
州
小
倉
[
北
九
州
国
際
交
流
協
会
]

●

・

日
時
八
月
二
十
九
日
出
午
後
二
時
＼
四
時

・

・

場
所
ス
ミ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

小
倉
北
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デ
ュ
ラ
ン
ド
・

ラ
イ
ン
…
…
…
•
•
*

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
は
三
カ
月
ぶ
り
の
雨
で
あ
っ
た
。
ミ
タ

イ
峠
に
さ
し
か
か
る
こ
ろ
か
ら
冷
た
い
雨
は
み
ぞ
れ
と
な

り
、
さ
ら
に
雪
と
な

っ
た
。
雪
は
容
赦
な
く
顔
に
吹
き
っ

け
、
我
々
一
行
は
ま
る
で
雪
だ
る
ま
の
群
が
歩
い
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
埃
っ
ぽ
い
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
空

気
に
閉
口
し
て
い
た
一
行
に
は
、
心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
純

フツ夕スs
 

M
 

A
 

J
 

と而＾
 

医寸木中つ立
-

）

 ＇ ンィラドンラユデ

J
A
M
S
顧
問
医
師

白
の
眩
し
さ
が
新
鮮
で
あ
っ
た
。

麓
か
ら
約
三
時
間
登
る
と
、
こ
の
峠
の
頂
き
に
標
識
が

あ
る
。
登
山
路
の
ケ
ル
ン
の
よ
う
な
質
素
な
も
の
だ
。
ス

タ
ッ
フ
の
サ
ル
フ
ラ
ー
ズ
が
、

「
デ
ュ
ラ
ン
だ
！
」
と
叫

ぶ
。「

デ
ュ
ラ
ン
」
と
は
「
デ
ュ
ラ
ン
ド
・
ラ
イ
ン
」

の
現

地
な
ま
り
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
ー
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
境

線
を
指
す
。
（
か
つ
て
大
英
帝
国
の
至
上
命
令
は
「
イ
ン

ド
防
衛
」
で
あ
り
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
西
北
辺
に
孟
北
西

辺
境
州
」
を
設
け
て
ロ
シ
ア
南
下
の
防
波
堤
と
し
た
。
現

在
の
パ
キ
ス
タ
ン
に
属
す
る

一
州
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
現
地
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
部
族
の
居
住
地
を
真
っ

二
つ
に

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
歴
史
的
災
い
の
種

で
あ
る
。
「
デ
ュ
ラ
ン
」
は
現
地
住
民
に
は
特
別
な
郡
き

が
あ
る
の
で
あ
る
。
）
我
々
は
既
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
に

入
っ
て
い
た
。
降
り
し
き
る
雪
の
中
、

J
A
M
S
（
日
本

ー
ア
フ
ガ
ン
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
顔
が

白
雪
で
一
層
輝
い
て
見
え
た
。

内
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
設
•
•
…
…
*

一
九
九

一
年
十

一
月
二
六
日
、
私
は
四
人
の

J
A
M
S

の
ス
タ
ッ
フ
を
伴
っ
て
、
早
朝
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
後
に
し

中

村

哲

ダ
ラ
エ

．
 
ヌ
ー
ル
ヘ
の
道
国
境
越
え

た
。
我
々
の
任
務
は
開
設
予
定
地
の
最
後
の
状
況
調
査
と

計
画
の
最
終
決
定
に
あ

っ
た
。
モ
ハ
マ
ン
ド
自
治
区
か
ら

標
高
二
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
ミ
タ
ー
イ
峠
の
麓
に
至
り
、

徒
歩
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ク
ナ
ー
ル
に
入
ろ
う
と
し
て

い
た
。
折
悪
し
く
ゲ
リ
ラ
組
織
同
士
の
戦
闘
で
道
路
網
が

遮
断
さ
れ
、
車
両
に
よ
る
輸
送
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
部
診
療
所
開
設
計
画
も

こ
の
た
め
に
大
幅
に
遅
延
し
て
い
た
。
だ
が
、
三
年
間
こ

の
た
め
に
切
磋
琢
磨
し
た
き
た
ア
フ
ガ
ン
人
チ
ー
ム
を
鼓

舞
す
る
た
め
に
も
、
私
は
断
固
た
る
最
終
決
定
を
迫
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
部
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
設
は
一
九

八
八
年
末
よ
り
慎
重
に
計
画
さ
れ
、

一
九
八
九
年

一
月

一

日
に
診
療
員
養
成
コ
ー
ス
を
開
設
、
開
設
予
定
地
か
ら
直

接
人
材
を
抜
擢
し
て
訓
練
を
施
し
、
混
乱
す
る
情
勢
の
沈

静
す
る
の
を
待
機
し
て
い
た
。
一
九
九

0
年
十
一
月
に
北

部
国
境
の
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
に
支
部
を
開
設
し
て
交
代
制
の

人
員
配
置
を
組
織
化
し
て
経
験
を
蓄
積
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
国
内
診
療
所
開
設
に
備
え
を
し
て
き
た
。

一
九
九

一
年
に
な
っ
て
内
乱
が
下
火
と
な
り
、
相
対
的

な
政
治
的
安
定
の
兆
し
を
見
る
や
、
本
格
的
な
準
備
段
階

に
入
っ
た
。
国
内
診
療
所
第

一
号
の
開
設
予
定
地
を
ク
ナ

ー
ル
河
の
支
脈
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
の
下
流
に
定
め
、

開
設
時
期
は
十
二
月
一
日
と
し
て
い
た
。
八
月
と
九
月
に

二
隊
が
偵
察
を
兼
ね
て
フ
ィ
ー
ル
ド
診
療
を
行
っ
た
。

こ
の
目
標
地
域
は
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
の
渓
谷
で
、
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
か
ら
見
る
と
丁
度
ス
レ
イ
マ
ン
山
脈
を
挟
む
西

側
に
当
た
る
。
我
々
が
こ
の
あ
た
り
を
標
的
に
選
ん
だ
理

由
の
―
つ
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
登
録
さ
れ
る
ア
フ
ガ
ン
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だ
が
予
想
を
裏
切
る
政
治
的
混
乱
で
連
絡
が
途
絶
え
て

い
た
。
第
三
次
の
斥
候
隊
が
戻
っ
て
来
た
十
月
か
ら
政
治

政
治
党
派
の
抗
争
の
中
で
…
…
•
•
*

人
ら
い
患
者
の
約
半
数
以
上
が
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
の
住
民

で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
約
七

O
I
八
0
パ

ー
セ
ン
ト
は
「
ダ
ラ
エ
・
ピ
ー
チ
」
と
い
う
北
西
部
の
盆

地
に
集
中
し
て
い
る
。
ら
い
根
絶
計
画
に
お
け
る

一
大
標

的
で
あ
る
。
だ
が
、
ダ
ラ
エ
・
ピ
ー
チ
は
ア
ラ
ブ
系
の
ワ

ッ
ハ
ー
ブ
派
が
勢
力
を
も
っ
て
お
り
、
大
金
と
軍
事
組
織

で
事
実
上
半
独
立
状
態
を
保
ち
、
堅
固
な
要
塞
さ
え
築
い

て
い
る
。
当
面
の
接
近
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
南
部
の
山
脈
（
ク
ン
ド
山
系
）
を
隔
て
て
隣

接
す
る
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
に
拠
点
を
定
め
、
年
余
を

か
け
て
阿
渓
谷
の
モ
デ
ル
診
療
態
勢
を
築
き
、
情
勢
の
鎖

静
す
る
の
を
待
と
う
と
言
う
訳
で
あ
る
。
そ
の
間
に
ダ
ラ

エ
・
ピ
ー
チ
の
住
民
は
三
々
五
々
峠
を
越
え
て
来
る
こ
と

が
当
然
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
情
報
は
自
ず
と
集
ま
る
。
政

治
勢
力
が
自
壊
す
れ
ば
一
気
に
ダ
ラ
エ
・
ピ
ー
チ
に
進
出

す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
混
乱
が
続
い
た
場
合
で
も
ダ
ラ

エ
・
ヌ
ー
ル
側
で
ケ
ア
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

も
う

―
つ
の
理
由
は
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
一
帯
は

い
わ
ゆ
る
パ
シ
ャ
ウ
ィ
ー
族
と
い
う
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
の
一

部
族
が
占
め
、
ほ
ぼ
完
全
な
自
治
体
制
を
戦
争
中
も
敷
い

て
政
治
的
利
害
か
ら
自
由
な
地
域
で
あ
り
、
複
雑
な
政
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
は
少
な
い
。
ま
た
地
理
的
に
も
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
ジ
ー
プ
で
約
十
時
間
、
徒
歩
で
二
日

と
い
う
、
当
面
の
輸
送
に
比
較
的
困
難
が
少
な
い
安
定
地

域
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

党
派
の
抗
争
が
さ
ら
に
激
し
く
な
り
、
カ
イ
バ
ル
峠
に
代

わ
る
主
要
交
通
路
、
ナ
ワ
峠
が
閉
ざ
さ
れ
て
一
カ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
。
J
A
M
S
は
常
に
慎
重
論
を
優
先

し
て
無
用
な
冒
険
は
極
力
避
け
て
き
た
も
の
の
、
現
地
住

民
に
対
し
て
裏
切
り
と
取
ら
れ
る
事
は
避
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
延
期
論
と
開
設
論
と
意
見
が
分
か
れ
た
が
、
私
の
持

論
は
「
既
に
サ
イ
は
投
げ
ら
れ
て
い
る
。
小
規
模
な
活
動

を
予
定
通
り
実
施
し
、
梢
報
を
集
め
な
が
ら
無
理
な
く
拡

大
、
数
十
年
の
積
り
で
現
地
に
根
を
生
や
せ
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
開
設
の
た
め
の
下
調
木
且
で
は
、
渓
谷
の
人
口

や
内
戦
に
よ
る
被
害
状
況
の
把
握
が
正
確
で
な
く
、
淡
然

と
し
た
印
象
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
実
際
に
計

画
立
案
と
な
れ
ば
、
活
動
規
模
を
決
定
す
る
た
め
に
も
、

財
政
支
援
を
頼
む
日
本
側
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
も
、
よ

り
確
か
な
目
で
現
地
調
査
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

私
自
ら
が
開
設
地
域
の
踏
査
を
行
い
、
最
終
決
定
を
下
す

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

J
A
M
S
の
リ
ー
ダ
ー
の
シ
ャ
ワ
リ
医
師
は
過
度
に
私

の
身
を
案
じ
て
い
た
。

「
今
ナ
カ
ム
ラ
先
生
に
何
か
あ
る
と
J
A
M
S
自
身
が

潰
れ
ま
す
。
ら
い
セ
ン
タ
ー
の
患
者
に
も
、
日
本
の
友
人

た
ち
に
も
申
し
訳
が
た
ち
ま
せ
ん
」

「
バ
カ
を
言
う
な
。
今
が
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
い
う
の
は

分
か
り
き
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
俺
た
ち
は
失
対
事
業

で
六
十
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
養
っ
て
い
る
の
で
な
い
。
立
案

を
い
い
加
減
に
す
る
と
来
年
度
の
メ
ド
が
立
た
な
い
。
第

一
、
た
か
が
党
派
の
こ
ぜ
り
あ
い
で
J
A
M
S
が
延
期
を

重
ね
れ
ば
、
住
民
は
我
々
を
国
連
の
同
族
と
見
な
し
、
笑

（
続
く
）

弾
薬
を
薬
品
に
変
え
…
…
…
…
•
•
*

い
も
の
に
な
る
」

実
際
、
回
連
や
援
助
団
体
の
撤
退
に
つ
ぐ
撤
退
で
、
地

元
住
民
の
間
に
外
国
不
信
の
ム
ー
ド
が
拡
大
し
て
い
た
。

さ
ほ
と
危
険
が
な
け
れ
ば
先
ず
は
地
元
住
民
の
信
頼
を
得

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
れ
に
三
年
に

わ
た
る
地
元
と
の
接
触
や
調
査
で
、
決
し
て
無
謀
な
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
行
き
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

国
連
・
欧
米
諸
外
国
の
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
計

圃
」
の
完
全
な
破
産
が
明
ら
か
に
な
る
中
、
J
A
M
S
の

主
要
メ
ン
ハ
ー
は
国
内
復
興
の
た
め
の
医
療
計
画
に
逆
に

血
を
た
ぎ
ら
せ
て
い
た
。

峠
は
下
り
と
な
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
か
ら
幾
隊

も
の
武
装
ゲ
リ
ラ
が
登
っ
て
く
る
。
舞
い
降
り
る
小
雪
の

中
、
自
分
も
山
賊
の
よ
う
な
出
で
立
ち
の
我
々
は
、
ラ
イ

フ
ル
銃
や
弾
薬
を
背
負
う

一
行
と
す
れ
違
い
な
が
ら
、

「
ス
タ
レ
イ
・
マ
ッ
シ
ュ

（お
疲
れ
さ
ま
）
」
と
挨
拶
を

交
わ
し
な
が
ら
下
り
に
向
か
う
。

J
A
M
S
の
一
行
も
ま
た
、
か
つ
て
は
郷
上
を
防
衛
す

る
ゲ
リ
ラ
で
あ
っ
た
。

一
九
八
八
年
に
ソ
連
軍
が
撤
退
す

る
ま
で
、
彼
ら
も
武
器
弾
薬
を
担
い
で
こ
の
道
を
往
復
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
や
立
場
が
変
わ
っ
て

い
た
。
郷
土
を
守
る
目
的
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
彼
ら
は
武

器
を
医
療
に
、
弾
薬
を
薬
品
に
変
え
、
戦
乱
と
復
興
援
助

騒
ぎ
で
荒
れ
た
村
を
再
生
す
る
ム
ジ
ャ
ヘ
デ
ィ
ン
（
聖
戦

士
）
で
あ
っ
た
。
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中
村
哲
著
四
六
判
上
製
二
六

0
頁

価

一
八
五
四
円

●
増
補
版

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て

|
|
—
掘
そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
難
民

●
ア
ジ
ア
の
辺
境
か
ら
放
た
れ
た
痛
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

＊
中
村
先
生
、
藤
田
さ
ん
、
松
本
さ
ん
が
七
月
初
旬
に
無
事

帰
国
し
ま
し
た
。
中
村
先
生
の
話
に
よ
る
と
、
難
民
の
家
族

が
、
連

H
数
千
か
ら
万
の
単
位
で
帰
国
を
は
じ
め
て
い
る
よ

う
で
す
。

一
台
三
千
ル
ビ
ー
程
度
で
雇
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
に
、

家
財
道
具

一
切
と
羊
を
満
載
し
て
、
一
路
故
郷
を
め
ざ
す
長

蛇
の
列
は
、
や
は
り
感
動
的
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
難
民

の
現
実
的
な
婦
還
の
動
き
が
、
嗚
物
入
り
の
国
連
の
帰
還
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
失
敗
や
各
国

N
G
0
の
撤
退
の
後
に
起
こ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
国
連
や

N
G
o
だ
け
で
な
く
、
現
地
の

人
々
の
こ
と
を
忘
れ
て
、
自
ら
の
政
治
や
宗
教
や
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
上
の
利
益
や
思
惑
で
の
み
動
く
も
の
は
、
必
ず
腐
敗
す

る
と
い
う
こ
と
を
、
再
度
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す。＊
先
日
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
「
『
ア
フ
ガ
ン
国
内
診
療
所
』
計

画
に
ご
寄
付
を
1
•

新
会
員
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！
」
に
対

し
て
、
多
額
の
ご
寄
附
と
た
く
さ
ん
の
新
会
員
の
ご
紹
介
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
寄
付
の

額
や
新
会
員
の
数
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
）
。
「
ア
ピ
ー
ル
」

に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
財
政
問
題
に
つ
い
て
は

「
背
水

の
陣
L

で
臨
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
引
続
き
ご
支
援
を
お
顔

い
い
た
し
ま
す
。

●
事
務
局
だ
よ
り

【◎

村
か
ら
一

000
◇事
務
局
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
五
年
目
。
主
に
、
会
費
の

人
金
状
況
の
入
力
、
そ
れ
を
元
に
会
報
発
送
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
編
集
長
の
「

0
月

0
日
、
会
報
発
送
予
定
”
じ
の
号

令
に
、
末
入
力
の
入
金
票
を
抱
え
、
「
問
に
合
う
か
な
…
・
:
」

と
内
心
冷
汁
か
き
つ
つ
、
皆
様
の
お
手
元
に
無
事
、
会
報
が

届
く
こ
と
を
頻
っ
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
も

い
っ
ば
い
あ
る
ん
で
す
よ
打
ち
ょ
っ
と
来
て
み
ま
せ
ん

か
？
気
づ
い
た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
っ
て
い
る
の
は
、

私
で
な
く
、
あ
な
た
か
も
…
…
。

（佐
伯
）

◇g
◇
＠
と
害
い
て
「
マ
ル
ペ
」
と
読
み
ま
す
。
こ
れ
は
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
を
意
味
し
、
い
ろ
い
ろ
な
使
わ
れ
方
を
し
ま
す
。

例
え
ば
花
見
の
時
は
「
◎
花
び
ら
浮
か
べ
て
ど
ん
ぶ
り
酒
」

な
ど
と
銘
う
ち
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
◎
と
大
書
き
し
て
席
を
取

り
ま
す
。
ま
た
事
務
局
員
が
ま
と
ま
っ
て
飲
み
に
行
っ
た
場

合
、
店
の
中
で
か
な
り
目
立
っ
て
し
ま
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
多
い
た
め
、
当
会
の
名
誉
の
た
め
に
、
暗
号
•
隠
語
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
（
マ
ス
ー
ド
ン
）

〔
お
顔
い
〕
当
分
の
間
、
郵
便
振
替
と
手
紙
は
従
来
通
り
福

岡

Y
M
C
A
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
宛
で
お
願
い
し
ま
す
。

(-TBIO
福
岡
市
中
央
区
天
神

一
丁
目

1
0
1
2
4
福
岡
三
和
ビ

ル
4
F
郵
便
振
替
福
岡
9
|
6
5
5
9
6
七八一ー七四一
0
)

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
人
間
と
恨
界
に

つ
い
て
総
て
を
語
る
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
も
誇
張
で
は

な
い
。
貧
困
、
富
の
格
差
、
政
治
の
不
安
定
、
宗
教
対
立
、

麻
楽
、
戦
争
、
近
代
化
に
よ
る
伝
統
社
会
の
破
壊
、
お
よ

そ
凡
ゆ
る
発
展
途
上
国
の
抱
え
る
悩
み
が
こ
こ
に
集
中
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
悩
み
ば
か
り
で
は
な
い
。
我
々
が

忘
れ
去
っ
た
人
情
と
、
む
き
だ
し
の
人
間
と
神
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
（
著
者
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）

せきふうしゃ
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①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を

支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支
え

あ
い
」
の
精
神
で

一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
一
口
年
額
三
、

0
0
0
円
、
学
生
会
員
一

口
一
、

0
0
0
円
、
特
別
会
員
一
ロ
一

0
、

0
0

0
円
以
上
の
年
会
野
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
工

夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を
選
任

し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び
会
の

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

（
〒
八

一
0
福
岡
市
中
央
区
大
名

一
丁
目

一
〇
ー

二
五

上

村

第

ニ
ビ
ル

三

0
七

号

6
七
三
一
，

ニ

三
七
二
）
内
に
お
く
。

会
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